
 

 

 

令和６年度第２回 

横浜市学校規模適正化等検討委員会 

 

次 第 
 

 

令和６年 12月４日（水） 

10時 30分～12時 00分  

横浜花咲ビル２階  

 205会議室  

 

 

１ 開会 

 

２ 議事 

（１）部会からの報告２件 

 
３ その他 

 
 

 



（敬称略）

役職 氏名 所属・役職等

委員長 北神
きたがみ

  正行
まさゆき

国士舘大学体育学部　教授

副委員長 平井
ひ ら い

　美佳
み か

聖心女子大学現代教養学部　教授

委員 倉斗
くらかず

　綾子
りょうこ

千葉工業大学創造工学部　教授

委員 松原
まつばら

　雅俊
まさとし

横浜国立大学教職大学院　元教授

委員 福永
ふくなが

　浩
ひろ

世
よ

横浜市子ども会連絡協議会 役員（会計）

委員 細田
ほ そ だ

　利明
としあき

横浜市町内会連合会　委員

委員 東
あずま

　隆幸
たかゆき

横浜市ＰＴＡ連絡協議会　会長

委員 倉根
く ら ね

　美帆
み ほ

横浜市ＰＴＡ連絡協議会　副会長

委員 大塩
おおしお

　啓介
けいすけ

獅子ケ谷小学校　校長

委員 室伏
むろふし

　健治
け ん じ

上飯田中学校　校長

臨時委員 牧田
ま  き  た

　健一
けんいち 「斎藤分小学校・二谷小学校」建替えに伴う学校規模適正

化等検討部会　部会長

肥田
ひ だ

　雄三
ゆうぞう

教育委員会事務局　施設部長

大塚
おおつか

　俊昭
としあき

教育委員会事務局　学校計画課長

高
たか

群
むれ

　敦子
あ つ こ

教育委員会事務局　学校計画課担当課長

杉谷
すぎたに

　大輔
だいすけ

教育委員会事務局　学校計画課担当係長

瓜田
う り た

　智也
と も や

教育委員会事務局　学校計画課担当係長

伊藤
い と う

　徹也
て つ や

教育委員会事務局　学校計画課担当係長

濱路
は ま じ

　美帆
み ほ

教育委員会事務局　学校計画課担当

井川
い か わ

　博貴
ひ ろ き

教育委員会事務局　学校計画課担当

横浜市学校規模適正化等検討委員会　委員名簿　令和６年５月１日現在

事務局



 

 

令和６年度第２回 

横浜市学校規模適正化等検討委員会 座席表 

（横浜花咲ビル２階 205 研修室） 

 
入  
 

口 

 

記 

者 

席 

（敬称略） 

傍 

聴 

席 
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国士舘大学 
体育学部 教授 
委員長 
北神 正行 

 
  

  

 
  

  
 

 
 

  

 
 

  
 

聖心女子大学 
現代教養学部 教授 
副委員長 
平井 美佳 

 
千葉工業大学 
創造工学部 教授 

倉斗 綾子 

 

上飯田中学校 
校長 

室伏 健治 

 

獅子ケ谷小学校 
校長 

大塩 啓介 

 

学校計画課 
担当課長 
高群 敦子 

 

学校計画課長 
 
大塚 俊昭 
 

施設部長 
 
肥田 雄三 

横浜市PTA連絡協議会 

会長 

東 隆幸 

学校計画課 
課長補佐 
杉谷 大輔 

 

学校計画課 
担当係長 
伊藤 徹也 

学校計画課 
担当係長 
瓜田 智也 

「斎藤分小学校・二谷小学

校」建替えに伴う学校規模

適正化等検討部会  
部会長 牧田 健一 

横浜市PTA連絡協議会 

副会長 

倉根 美帆 



  

「青木小学校」学校規模適正化等検討部会における 

検討状況について 
 

１ 検討部会委員（報告） 

 令和６年 10 月 18 日の教育委員会会議にて委員任命を行いました。 

 部会長につきましては、「横浜市学校規模適正化等検討委員会条例」第８条第３項にて、委員長

が指名することとなっており、青木第一自治連絡協議会会長の澤野英忠様が指名されました。ま

た、同条例第８条第４項にて、「部会長に事故があるとき、又は部会長が欠けたときは、委員長の

指名する部会の委員又は臨時委員が、その職務を代理する。」とされており、副部会長として青木

第二自治会町内会連合会会長の戸張治行様が指名されました。 

 

【当検討部会の委員構成】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ これまでの経過 
 

令和６年９月 11 日 教育委員会からの諮問に基づき、令和６年度第１回横浜市学校規

模適正化等検討委員会にて、検討部会を設置しました。 

令和６年 10 月 11 日 「青木小学校（神奈川区）」の学校規模適正化に向け具体的な検討

を行うことについて、説明会を開催しました。 

【対象者】保護者及び地域住民 

【開催場所及び参加人数】 

 青木小学校 体育館 

夕方の部：63 人 夜の部：64 人  合計：127 人 
 

＜裏面あり＞ 

【資料１－１】 

分野 氏名 所属・役職等 

地域代表 

澤野 英忠 青木第一自治連絡協議会 会長 
石川 清美 青木第一自治連絡協議会 副会長 

渡  範文 青木第一自治連絡協議会 会計監事 

植松 満美子 青木第一自治連絡協議会 事務局 

戸張 治行 青木第二自治会町内会連合会 会長 

神谷 易廣 青木第二自治会町内会連合会 副会長 
中川 朋子 青木第二自治会町内会連合会 事務局長 

明歩谷 年生 青木第二自治会町内会連合会 会計 

保護者代表 

山下 明日香 青木小学校ＰＴＣＡ 会長 

櫻井 美枝 青木小学校ＰＴＣＡ 副会長 

相川 裕 青木小学校ＰＴＣＡ 副会長 

学校関係者 後明 好美 青木小学校 校長 
 

邉 



  

３ 説明会について 

 （１）説明事項 

    「青木小学校」の児童数や今後の見込み、学校施設状況等を説明しました。 

また、今後、保護者・地域・学校の代表者を委員とする検討部会において、学校規模適正

化に向けた具体的な対応策の検討を行うことをお伝えしました。 

 

 （２）主な御意見・御質問 

    ・検討部会の内容はどのように情報発信されるのか 

    ・検討部会委員以外の意見はどのように吸い上げていくのか 

    ・青木小学校は建替えの時期が来るのではないか 

    ・小学校が新設されることはないのか 

    ・通学区域の見直し時期はいつ頃か 

    ・きょうだいがいる場合、通学区域変更後に下の子が入学する場合、上の子 

と異なる学校に行くのか 

    ・通学区域の見直しを行う場合、在校生も対象となるのか 

・対応策の結論はいつまでに出すのか 

 
 

４ 第１回検討部会について 

  第１回検討部会は 12 月 12 日（木）に開催する予定です。 

  青木小学校の現状及び今後の児童数について説明するとともに、具体的な対応策について事務

局の考えを提示し、御意見を伺う予定です。 



【資料１－２】 



















「斎藤分小学校・二谷小学校」建替えに伴う 
学校規模適正化等について（報告） 

 

１ 検討部会での調査・審議について 

教育委員会から当委員会に諮問（資料２－２）のありました斎藤分小学校・二谷小学校の建替え

に伴う学校規模適正化等について、保護者・地域等の代表者からなる「『斎藤分小学校・二谷小学

校』建替えに伴う学校規模適正化等検討部会」（以下、「検討部会」という）を設置し、計６回にわ

たり検討部会にて検討を行ってまいりました。 

今回、検討部会での調査審議の結果がまとまりましたので、当委員会あてに「斎藤分小学校・二

谷小学校」建替えに伴う学校規模適正化等に関する意見書（資料２－３）が提出されました。 

 

２ これまでの経過 
 

開催日 会議・説明会 調査審議内容等 

令和３年 

７月５日 

横浜市学校規模適

正化等検討委員会 

教育委員会の諮問に基づき、「斎藤分小学校・二谷小学校」建替えに

伴う学校規模適正化等検討部会を設置 

７月 29、30 日 保護者説明会 

（斎藤分小学校 

・二谷小学校） 

 

二谷小学校の建替えに伴い、斎藤分小学校との学校統合も含めた検討

を行うことについて説明会を開催 

【対象者】保護者及び地域住民 

【参加者】斎藤分小学校（昼夜２回開催）参加者 128 名 

 二谷小学校 （  〃   ）参加者 69 名 

11 月 24 日 第１回検討部会 ・部会運営方法、調査審議事項等の確認 

・建替えに伴う学校規模適正化等の検討について説明 

令和４年 

３月 29 日 

第２回検討部会 ・資料を基に、部会委員と事務局との質疑応答を中心に議論を実施

（通学区域案、小規模校の学校運営等） 

７月４日 第３回検討部会 ・統合前後の学校の様子や特別調整通学区域案等の資料を提示 

・資料を基に、引き続き質疑応答を中心に議論を実施（二谷小学校の

建替え、学校統合による地域への影響等） 

10 月３日 第４回検討部会 ・統合経験者の学校統合に対する声等の資料を提示 

・資料を基に、引き続き質疑応答を中心に議論を実施（斎藤分小学校

の施設維持管理、斎藤分小学校の後利用等） 

・検討部会において、斎藤分小学校に関係する学校統合への不安点に

ついて集中的に議論するため、意見交換会を開催することを決定 

令和５年 

１月 20 日 

意見交換会 ・斎藤分小学校側の委員を中心に事務局との間で、同校を学校統合す

る必要性、建て替えない理由、後利用に関するフリーディスカッシ

ョンを実施 

６月 27 日 意見交換会 ・前回の意見交換会でのディスカッションを踏まえ、改めて同校を学

校統合する必要性、建替えない理由、後利用、統合した場合の通学

区域調整に関する資料を提示 

・資料を基に、質疑応答によるフリーディスカッションを実施 

令和６年 

３月 21 日 

第５回検討部会 ・昨年２回開催した意見交換会の実施報告。また周辺校の状況変化

に伴う事務局内での検討内容について説明 

【資料２－１】 

＜裏面あり＞ 



９月 19 日 第６回検討部会 ・周辺校（青木小学校）の検討状況について事務局より説明 

・検討部会における学校規模適正化等について、事務局より方向性

（斎藤分小学校と二谷小学校は学校統合を行わず、斎藤分小は当

面の間存続。二谷小学校は、単独での建替えに着手）の提案 

・事務局からの提案に基づき、意見書について検討を行い、検討委

員会に提出することを決定 

 

３ 教育委員会への答申について（審議事項） 

（１）趣旨  

斎藤分小学校・二谷小学校の建替えに伴う学校規模適正化等について、今回提出された意見書 

に基づき、教育委員会へ答申書を提出します。  

（２）答申案  

資料２－４のとおり 

 

４ 今後の流れについて（予定） 

 

 

 

 

 

５ 関係校の推計 

※Ｒ６は５月１日時点の実数値。Ｒ７以降は令和６年度義務教育人口推計による推計値 

 

学校名  Ｒ６ Ｒ７ Ｒ８ Ｒ９ Ｒ10 Ｒ11 Ｒ12 
個別支援 

学級(Ｒ６) 

保有 

教室数 

斎藤分小 
児童数 195 211 221 224 216 217 220 ７ 

10 
学級数 ７ ８ ９ ９ ９ ９ 10 ２ 

二 谷 小 
児童数 392 386 376 362 336 324 323 14 

14 
学級数 14 14 14 13 12 12 12 ３ 

統 合 校 
児童数 587 597 597 586 552 541 543 - 

― 
学級数 19 19 19 19 18 18 18 - 

教育委員会へ

答申書を提出 

教育委員会にて 

方針の決定 

学校規模適正化等検討委員会

にて答申書の決定 



令和３年７月５日 

横浜市学校規模適正化等検討委員会

横浜市教育委員会

学校規模適正化等について（諮問） 

横浜市学校規模適正化等検討委員会条例第２条に基づき、次に掲げる事項に

ついて、諮問します。

１ 学校規模適正化等について

【資料２－２】 



令和６年12月４日 

横浜市学校規模適正化等検討委員会 

「斎藤分小学校・二谷小学校」 

建替えに伴う学校規模適正化等検討部会 

「斎藤分小学校・二谷小学校」 

建替えに伴う学校規模適正化等に関する意見書 

１ 学校統合について 

（1）検討部会としての決定事項 

   斎藤分小学校と二谷小学校は学校統合を行わず、斎藤分小学校については当面の間存続と

し、二谷小学校については、単独での建替えに着手すべきと考えます。 

   なお、斎藤分小学校については、今後の児童数の推移を注視しつつ、教育委員会からの提

案を受けて、学校施設の目標耐用年数である70年を目途に、斎藤分小学校単体での学校の在

り方を検討するよう提案します。 

（2）検討経緯 

   教育委員会から、「横浜市立小・中学校施設の建替えに関する基本方針」と「横浜市立小・

中学校の通学区域制度及び学校規模に関する基本方針」に基づき、二谷小学校の建替えに伴っ

て、隣接する斎藤分小学校との統合が提案されました。その後、検討を重ねてきましたが、第

５回検討部会において、隣接する青木小学校において教室不足が発生する恐れがあり、その対

策として両校に関係する通学区域の見直しの可能性があることを教育委員会から示されまし

た。今後、青木小学校の教室不足対策が具体的に検討された結果として、通学区域の見直しを

行い、青木小学校の隣接校である斎藤分小学校、二谷小学校の２校において児童の受け入れが

必要となる可能性が考えられることから、（１）のとおり検討部会としての考え方をとりまと

めました。 

２ 教育委員会への要望 

（1）検討部会の進め方について 

 教育委員会による学校統合の必要性についての説明が部会委員に十分に伝わらず、部会の

検討に時間を費やしました。環境が変わる児童、保護者、地域住民の理解が大切になります

ので、分かりやすく丁寧な説明が必要だったと考えます。 

横浜市全体を見渡せば児童数は減少していますが、青木小学校の通学区域のように、今後児

童数が大きく増える見込みの地域もあります。学校規模適正化を進めるにあたっては、検討の

初期段階から、対象校のみならず周辺校のまちづくりの動向や教室不足等の情報把握に努め、

最適な学校規模適正化を提案いただくようお願いします。 

（2）今後の斎藤分小学校について 

斎藤分小学校の敷地条件を考慮すると、狭隘道路で囲まれていることや第一種低層住居専用

地域であることから、現在の建替え技術では工期の短縮等が難しいなどの課題があることは理

解しました。 

   今後、斎藤分小学校が目標耐用年数である70年を迎えた段階で適正規模校だった場合に

は、建替え等を視野に入れた検討を行っていただき、一方、小規模校だった場合は、教育委

員会からの提案に基づき、通学区域の再編成や老朽化対策の手法等を検討する場を設けてい

【資料２－３】 



 
ただくよう、お願いします。また、児童等の安全を考慮した、学校運営に必要な保全等を引

き続き実施していただくようお願いします。 

 

（3）今後の二谷小学校について 

    学校施設の目標耐用年数である70年が目前に迫る中、二谷小学校に通う児童の保護者や、今

後二谷小学校に入学する未就学児の保護者からも、建替えが遅れていることに対して不安の声

が寄せられています。本検討部会での議論が長期に渡ったことで二谷小学校の建替えが当初、

説明を受けたスケジュールから大幅に遅れたことについて、教育委員会は真摯に向き合ってい

ただきたいと考えます。  

   建替えを進めるにあたっては、当初の提案に基づきグラウンドを既存面積より広く取り、建

替え後、グラウンドに仮設校舎等が設置されず、児童が安全・安心で快適な学校生活を送れる

ような学校施設を目指してください。またその際には、学校関係者や地域の声にも耳を傾けて

いただきながら、一緒に新しい学校づくりを進めていくようお願いします。 

なお、建替え工事に着手した際には、例えばグラウンドが使用できないことの代替措置とし

て、隣接する県立高校のグラウンドを借用できるよう、教育委員会に支援いただくようお願い

します。 



令和６年 12月４日 

横浜市教育委員会 

横浜市学校規模適正化等検討委員会 

学校規模適正化等について（答申） 

 令和３年７月５日付で諮問のありました標記の件について、別紙「斎藤分小

学校・二谷小学校」建替えに伴う学校規模適正化等に関する意見書のとおり、

斎藤分小学校と二谷小学校の学校統合は行わず、斎藤分小学校は当面の間、存

続することとし、二谷小学校は、単独での建替えに着手されるよう答申する。 

【資料２－４】 

（案）
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